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海外開発計画部門へ　森氏の講演内容

海外OJTをきっかけに国際コンサルティングの開発
計画部門へ異動して経験した3種類の業務事例を紹介
いただきました。
・ ベトナム国における工業団地開発事業
・ ケニア国モンバサゲートシティ総合都市開発マスタ
ープランプロジェクト

・ モンゴル国都市開発実施能力向上プロジェクト
モンゴルの業務は「技術協力プロジェクト」と呼ばれ

るもので、相手国の技術者等に対する研修や、専門的な
技術や知識を持つ専門家の派遣などにより、日本の技術
やノウハウを伝えるものです。自社の国内での土地区画
整理事業における豊富な経験を活かして、制度検討・計
画立案・実施設計から施工監理までの事業で必要とさ
れる各種専門分野について技術支援を行いました。
これらの業務経験を通じて得られた国際業務のキャ
リア形成について紹介いただきました。ポイントは以下
のとおりです。
・ 現地の異なる価値観を理解し、国際協力や技術移
転の重みを知りグローバルマインドの形成のため、
海外OJT（現任訓練）の実施が効果的である

・ 国際業務でのスペシャリストとゼネラリストの方向
性についてキャリアビジョンを持つこと

・ 生活環境の変化に対する心構えとして海外でのリ
スク管理は非常に重要である

国際環境部門へ　西畑氏の講演内容

現在、国際コンサルタント分野の環境技術者として活

動している同氏は、以前は国内の河川技術者としてイン
フラ開発側の視点しか持っていなかったが、次第に、開
発と環境の両立や持続可能な開発、といった今日的か
つ複合的な視点も持つようになりました。
また、かつて四大公害を克服した経験を持つ日本は、
海外の環境問題解決に向けた協力を行う使命を持つ
と考えるに至りました。
講演の後半では、これまで業務を通じて気づいたこと
として、下記が挙げられました。
・ 環境配慮を敬遠するべきではない
・ 新興国や途上国でも、経済発展のみ優先するステ
ージは卒業しつつあり、今や、環境配慮は、避けが
たいイシュー

・ 一口に環境配慮、といっても、各国の事情、開発の
ステージによって、重視されるポイントは異なる

・ 適切な環境配慮は、少なくとも、開発のためのディ
フェンス力になる

・ 持続可能な開発（経済成長と環境保全の両立）の
実現に資する日本の建設コンサルタンツが培った
技術・ノウハウは、我が国が国際展開を目指す際に
付加価値を与えて、アピールポイントになりえる

おわりに

JCCA国際委員会では、今後もこのようなセミナー活
動を通じて、国際コンサルタント市場の情報を継続的に
提供してゆく所存です。ご期待ください。

国際委員会では、2017年9月22日に、セミナー『国際
事業展開を目指して 2017』を開催しました。今回のセミ
ナーは、2016年度のセミナーに続くもので、国際コンサ
ルティング市場での展開を視野に入れて活動している
会員企業の比較的若手の職員を対象に、国際業務の営
業・技術のキャリア形成に焦点を当てた内容としました。
このため講師は、会員企業の国内業務から始まり、現在
は国際コンサルティング業務を担っている中堅職員を中
心に依頼しております。国際委員会は、当協会の活動に
関心を寄せて下さる多くの皆様とそれを共有するべく、
本号と次号にて概要をお届けします。

セミナーの講師と講演内容

講演は、以下の4テーマで準備しました。
① 国内上下水道部門⇒海外開発計画部門
　 玉野総合コンサルタント（株）
 森　勇士　氏
② 海外部門への異動－事務系社員の事例－
　 八千代エンジニヤリング（株）
 足立　学　氏
③ 国内水工部門⇒国際環境部門
　 パシフィックコンサルタンツ（株）
 西畑　昭史　氏
④ 国内土質・基礎部門⇒海外鉄道事業部門
　 日本工営（株）
 栗木　実　氏

終了後のアンケート集計結果

個々のアンケート結果は図1に示しますが、次のよう
な意見をいただきました。

・ ハード・計画・ファイナンス等、少しテーマを絞った
具体的なテーマと内容を希望します

・ これから海外展開を考える者にとっては情報量が
多すぎで、少し難しい内容も含まれていました
また、今後のセミナーについては、下記のような内容

を希望するとの意見をいただきました。今後の活動に活
かしたいと考えます。
・ 今回の各テーマを深掘りする形。例えば無償・有償・
技協スキーム毎の特徴、JICAから高い評価を獲得
する上でのポイント

・ 商社・プラント会社など、海外で活躍する企業の海
外戦略や人材育成などに関する講演

第32回

図1　アンケート集計結果

図2　森氏の講演で紹介されたリスク管理の事例 図3　西畑氏の講演で紹介された途上国の開発ステージ

写真1　�セミナーは、およそ60名の参加をいただきました。講師は最
前列の4名

セミナー『国際事業展開を目指して 2017』より

国際委員会　柴田 悟 │ SHIBATA Satoru
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